
随 時 監 理

令和 ６ 年度

仕 様 書

( 随時監理用 )

委託業務名：Ｒ６営繕 椿泊漁港 阿南・椿 荷さばき所新築監理業務

徳島県県土整備部営繕課
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仕様書（随時監理用）
１ 総則

(1)受託者（以下「乙」という。）は、設計図書（図面、工事仕様書等（閲覧補足説明書及び同書に対する質

問回答書を含む、以下同じ。）をいう。以下同じ。）、工事請負契約書及び関係法令の内容について熟知

の上、工事現場の状況に精通し、工事が完全に施工されるよう公正な立場に立って、かつ責任をもって以

下の監理業務を行うものとする。

(2)委託者（以下「甲」という。）は、対象工事の監督員業務のうち、本仕様書で定める業務について乙に委

託する。

(3)乙は、本業務を履行するにあたり業務担当技術者を定めるものとする。また、乙は業務担当技術者のうち

から監督員の業務を分担する者を定め甲に通知し、その承諾を得るものとする。

(4)乙は工事監理にあたり、設計、施工内容上疑義が生じた場合は、直に県の監督員（以下「県監督員」とい

う。）に通知し、県監督員及び県が必要と認めて派遣する設計者と協議のうえ、適切に監理を行うものと

する。

(5)その他、この仕様書に定める業務の処理に関して疑義が生じた場合は、速やかに甲乙協議して定めるもの

とする。

２ 業務概要

(1) 委託業務名 Ｒ６営繕 椿泊漁港 阿南・椿 荷さばき所新築監理業務

(2) 業務箇所 阿南市椿町谷ノ浦

(3) 履行期間 契約書による。

(4) 業務対象工事

本業務の対象となる工事（以下「対象工事」という。）は、下記のとおりとする。

工 事 名 工 期 設計金額(千円) 備 考

椿泊荷さばき所（仮称）新築工事 令和7年7月31日

のうち建築工事 まで

Ｒ６営繕 椿泊漁港 阿南・椿 令和7年7月31日

荷さばき所新築工事電気 まで

約1,700,000

Ｒ６営繕 椿泊漁港 阿南・椿 令和7年7月31日

荷さばき所新築工事管 まで

Ｒ６営繕 椿泊漁港 阿南・椿 令和7年7月31日

荷さばき所新築工事空調 まで

Ｒ７営繕 椿泊漁港 阿南・椿 令和7年10月31日

荷さばき所新築工事舗装 まで
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３ 業務内容

(1)設計監理業務

ア 設計意図を工事請負業者に正確に伝えるために必要な打合せ及び図面等の作成

イ 設計図書に基づいて工事受注者が作成する各種施工図、模型、材料、仕上げ見本及び機器製作図の検

討及び承諾。

ウ 設計変更が生じた場合の、県監督員等との協議並びに設計変更図書の作成及び工事費の積算。

なお、変更設計書については、営繕積算システムＲＩＢＣ２データで提出すること。

(2)現場監理業務

ア 設計図書に基づく工程の管理、立会い、工事施工状況の検査及び工事材料の試験若しくは検査。

イ 契約の履行に関し、県監督員が工事受注者に対して行う指示、承諾又は協議についての事前の検討。

ウ 工事に関連する関係諸機関との協議。

エ 関連する２以上の工事における工程等の調整。

オ 県監督員と工事受注者及び関係機関等との連絡。

カ 工事の内容に変更等の必要があると認められた場合、その理由及び事項の報告。

キ 対象工事の竣工検査及び部分払い検査に対する協力。

ク 契約図書に基づき、工事受注者から県監督員に提出される書類等の整理。

ケ 工事に関する官公署への提出書類等の作成。

コ 定例会及び県監督員との協議等の議事録の作成。

サ 現場定例会議への参加と会議の進行に係る業務。（管理技術者：１回/月、主任担当技術者：毎回）

４ 業務担当技術者の種別及び資格等

業務担当技術者は次のとおりとする。

(1) 管理技術者（１名以上）

管理技術者は、一級建築士の資格を有し、かつ対象工事全般についてその設計図書を掌握し、工事の施

工監理について高度の技術・経験及び能力を有するものとする。

(2) 主任担当技術者（建築担当技術者、設備担当技術者 各１名以上 ただし上記（１）以外の者とする）

主任担当技術者は、工事について、その設計意図を充分に理解し、設計内容に精通すると共に、工事の

施工監理について相当の経験と能力を有するもので、大学卒業後５年以上又はそれと同等の経験を有する

ものとする。

５ 業務の処理要領

(1) 甲は県監督員を定め乙に通知する。

(2) 甲は対象工事について、工事請負契約の締結又は変更を行った場合、若しくは工事受注者に対して、こ

の業務に関する内容の指示を与えたときは、遅滞なく乙にその内容を通知するものとする。

なお、工事受注者に対する設計変更指示は、甲のみが行い、乙が行うことはできない。

(3) 乙は、業務の経緯及び履行状況が確認できるように、必要な図書及び記録を整理し、県監督員の指示に

より直ちに提出するものとする。

(4) 乙は、業務を処理した場合は、その都度、その概要を文書により県監督員に報告するものとする。

(5) 乙の担当職員と県監督員の上記以外の処理業務については、別表「工事監理業務一覧表」によるものと

する。また、当該業務の処理方法は、「工事監理業務処理要領表」を参考にする。

なお、別表に定めのない事項については、甲乙協議のうえ実施するものとする。

(6) 乙は、甲に下記の書類を提出するものとする。
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なお、様式については甲の指示によるものとする。

ア 着手時

・業務計画書

イ 各月末(翌月の10日までに提出）

・工事監理状況報告書

ウ 部分引渡し時

・委託業務部分引渡しに係る検査請求書

・工事進行写真、監理日誌、打合せ簿及び各種記録簿

エ 完了時

・委託業務完了検査請求書

・工事竣工及び完了写真、監理日誌、打合せ簿及び各種記録簿

オ 随時

・別表「工事監理業務処理要領表」で定められた報告書類

・その他必要な書類

６ 貸与品、その他

(1) 対象工事の設計図書に定められた監督員事務所及びその備品のうち、県監督員の指定するものは、この

業務に関し無償で使用することができる。これらの貸与品は、善良な管理者の注意をもって使用しなけれ

ばならない。

(2) この業務を行うに必要な業務資料は、貸与又は閲覧することができる。貸与されたものは業務完了時に、

速やかに返却するものとする。

(3) 年度末及び部分引渡し時には、工事の出来高に応じ、各年度の契約額の範囲内で部分引渡しに係る業務

委託料の支払いをすることができる。

(4) 工事の出来高については、令和６年度 約５０％、令和７年度 約５０％である。

(5) 追加設計変更が生じた場合は、営繕課が定める監理委託料変更算定基準により委託料の変更を行う。

ただし、設計に契約不適合がある場合は除く。（契約不適合がある場合は当初設計受託者が設計変更を

行う）
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別 表
工 事 監 理 業 務 一 覧 表

処 理 区 分 業務担当技術者 県 監 督 員
備 考

立 指 承 確 検 協 調 報 立 同 確 検 処
業 務 事 項 会 示 諾 認 査 議 査 告 会 意 認 査 理

１ 書類関係

工 事 工 程 表 ○ ○ 工程段階支払率表による
県へ直接

現場代理人及び主任技 県へ直接
術者等選任(変更)通知書 ○ ○

施 工 管 理 技 術 者 ○ ○ ○

技 術 者 台 帳 ○ ○ 県へ直接

電 気 保 安 技 術 者 ○ ○ △

工事用電力設備保安責任者 ○ ○ △

技 能 資 格 者 証 明 ○ ○ △

技能士チェックシート ○ ○ △

施 工 体 系 図 ○ △ ○ ○ △

施 工 体 制 台 帳 ○ △ ○ ○ △

再 下 請 負 通 知 書 ○ △ ○ ○ △

工事実績情報サービス ○ ○ 県へ直接
（ＣＯＲＩＮＳ）

官 公 署 竣 工 検 査 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 消防署、労基局、警
察署、保健所等

工事部分払検査請求書 ○ ○ ○ ○

工 事 施 工 報 告 書 ○ ○ ○ ○

工事報告(進達質疑)書 ○ ○ ○

火 災 保 険 等 ○ ○ ○ ○ 火災保険、建設工事

事 故 報 告 書 ○ ○ ○ ○ ○

工事中止・解除通知 ○ ○ ○ △ ○ ○

設計変更箇所一覧表 ○ △ ○ ○ 計画通知と発注図の
整合確認及び報告書
の提出を含む。※

設計変更箇所確認書 ○ ○ ○ ○

材 料 品 検 収 願 ○ △ ○ ○ 出荷証明等

工事竣工検査請求書 ○ ○ ○ ○

完成図・工事写真 ○ ○ ○ ○ 保全資料
そ の 他
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処 理 区 分 業務担当技術者 県 監 督 員
備 考

立 指 承 確 検 協 調 報 立 同 確 検 処
業 務 事 項 会 示 諾 認 査 議 査 告 会 意 認 査 理

２ 準 備

工 事 予 定 表 ○ ○ ○

実 施 工 程 表 △ ○ ○ ○

総 合 施 工 計 画 書 △ ○ ○ ○

施 工 見 本 △ ○ ○ ○ △ ○

仕上材、(色)の決定 ○ ○ ○ ○ △ ○

施 工 図 △ ○ ○ △

工種別施工計画書 △ ○ ○ ○

３ 材 料

配 合 計 画 書 △ ○ ○ ○

機 器 製 作 図 △ ○ ○ ○
（ 機 材 承 認 図 ）

同 等 品 使 用 願 ○ ○ ○ ○ ○

材 料 品 検 収 願 △ ○ ○ ○ ○

材料･製品検査(試験) △ △ ○ △ ○ △ △ △
工 場 検 査

４ 安 全 関 係

○ ○ ○ △ ○
支 障 物 件 確 認 書 支 障 物 件 確 認 書

県監督員の確認後の工事着手とする。

仮 囲 い 等 ○ ○ ○ △ △ 安全再確認シート

墜落防止チェックシート ○ ○ △

○ ○ ○ △ ○
足 場 足場チェックリスト

県監督員の確認後の足場使用開始とする。

５ 施 工

監 督 員 事 務 所 △ ○ ○ ○

敷 地 調 査 ○ ○ ○ △ △

一工程の施工の確認 ○ △ ○ ○ ○ ○ △ ○ △ △ １工程毎

工 法 提 案 ○ ○ ○
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処 理 区 分 業務担当技術者 県 監 督 員
備 考

立 指 承 確 検 協 調 報 立 同 確 検 処
業 務 事 項 会 示 諾 認 査 議 査 告 会 意 認 査 理

ベ ン チ マ ー ク ○ △ ○ ○ △ △

地 縄 張 り ○ △ ○ ○ △ △

遣 り か た ○ △ ○ ○ △ △

墨 出 検 査 △ ○ ○ △ △

文 化 財 発 見 ○ ○ ○ △ △

根 切 り 完 了 △ ○ ○ △ △

発 生 材 処 理 △ ○ ○ △ △

地 盤 改 良 工 事 ○ ○ ○ △ △

載 荷 試 験 ○ ○ ○ △ △

鉄 筋 組 立 ○ ○ ○ ○ △ △ 各部位毎

鉄筋超音波探傷試験 ○ ○ ○ ○ △ △ △

コンクリート工事 ○ ○ ○ ○ △ △

鉄骨超音波探傷試験 ○ ○ ○ ○ △ △ △

鉄 骨 締 付 建 方 ○ ○ ○ ○ △ △

機 器 搬 入 取 付 ○ △ ○ △ △

各工事区分間の調整 ○ ○ ○ ○ ○ ○

埋設物等の重要な施工 △ ○ ○ ○ ○ △ ○ △ ｽﾘｰﾌﾞ配管､ｲﾝｻｰﾄ取
付等

設 備 機 能 試 験 ○ ○ ○ △ △
（検査・調整を含む）

各 種 測 定 結 果 表 ○ ○ △

公 害 関 係 ○ ○ ○ ○ ○

部 分 払 検 査 ○ ○ ○ ○ ○ ○
中 間 検 査

竣 工 検 査 ○ ○ ○ ○ ○ ○

手 直 し 検 査 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

凡例：△ 必要とする場合のみ

（注）立会等 の用語の定義は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修公共建築工事標準仕様書による

対象工事により必要となる業務事項を適用する
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±0

(-0.61)

(-0.58)

(-0.45)

(-0.65)

(-0.53) ±0

(-0.22)

±0
(-0.42)

(-0.42)

(-0.46)
±0

(-0.51)

(-0.55)

+1.46

(-0.58)

(-0.61)

+0.16

±0

(-0.63)

(-0.65)

(-0.69)

GL±0

(-0.47)(-0.47)(-0.47)(-0.47)(-0.47)

±0

+0.07

±0

+0.10

+0.12

+0.24

+0.10

+0.27

(-0.34)

(-0.44)

(-0.46)

±0

+0.40

+1.70

±0
(-0.40)

(-0.30)

+0.20

+0.30

+0.30

※EL+2.4=GL±0=T.P+1.42とする。

座標一覧表

点  名 Ｘ座標 Ｙ座標

H30-301

T-1

93757.347

93823.223

110332.130

110347.559

+1.36

(-0.57)

(-0.55)

+1.31 計画レベルを示す

計画側溝・会所枡底レベルを示す

+0.40

+0.20

計画建物
（GL±0=TP+1.42）

GL±0からの現況レベルを示す

レベル表示凡例

GL±0からの現況側溝・会所枡底レベルを示す

BM(GL+2.01)

既存建物　製氷機施設

鉄骨ラーメン構造　地上：3階建て

1階床面積

2階床面積

3階床面積

延床面積

5.950*9.450　=56.2275

5.950*9.450　=56.2275

5.950*6.800　=40.46

56.22

56.22

40.46

152.90　m2

建築面積 56.22　m2

115.27　m2

1階床面積

建築面積

既存建物　餌用冷凍庫棟

RC構造　地上：1階建て

延床面積

13.500*6.000+7.450*4.600　=115.270 115.27

115.27　m2

最高高さ最高高さ 15,485　m 4,800　m

鉄筋コンクリート製

新設擁壁：高さ　舗装面+1900

新設擁壁：高さ　舗装面+1200
鉄筋コンクリート製

新設擁壁：高さ　舗装面+100～1240
鉄筋コンクリート製

既存擁壁：高さ　舗装面+500～1690
コンクリート製

コンクリート製
新設擁壁：高さ　舗装面+500～1690

+0.07

浄化槽
30人槽

椿泊荷さばき所（仮称）新築工事のうち建築工事

配置図・付近見取図
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1階平面図

階段下物入

3
,
0
0
0

3
,
6
7
0

柱芯

海水浄化ﾀﾝｸ

橘 建 築 事 務 所
一級建築士事務所登録　徳島県知事　第11009号　

〒770-0868　徳島市福島2丁目5番9号

TEL 088-625-7878　FAX 088-625-7885

一級建築士登録　第333705号　森脇康明

●図面番号

●縮尺

●工事名

●図面名

株式会社

1700×1240×730
１ﾄﾝ　タンク

パレット1200×1100 パレット1200×1100 パレット1200×1100
⑯ ⑰ ⑱ ⑲ ⑳

かけ3t

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦
かけ3t

⑧ ⑨ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮
かけ 3t

かけ 3t かけ 3t

冷蔵庫内作業車充電ｴﾘｱ ゴミ搬出

階　段

2
,
0
0
0

3,000

7
,
2
0
0

4
,
5
0
0

2,000

3
,
2
0
0

3,300

3,300 2,000 2,000 2,000

4,250 4,450 1,300

1,580 施氷

ﾛｰﾗｰｺﾝﾍﾞｱ

ﾛｰﾗｰｺﾝﾍﾞｱ

ﾛｰﾗｰｺﾝﾍﾞｱ

ﾛｰﾗｰｺﾝﾍﾞｱ

(10㎡)

消毒槽

搬出準備エリア

(上部庇)

▽ 屋根先端ﾗｲﾝ

▽ 庇先端ﾗｲﾝ

P

S

掲
示

板

ｽﾛｰﾌﾟ1/12

OVS OVS OVS OVS

便所

女子

男子
便所

プラットフォーム

GL+600

E
P

S

GL+700
充電室
GL+700

展示

階段

消毒槽

長靴入
消毒槽

消毒槽

E
x
p
.
j

パッチ網エリア
GL+500

GL+200

1/12勾配

ｽﾛｰﾌﾟ

▽

庇先端ﾗｲﾝ

半屋外エリア

(下部防鳥ﾈｯﾄ設置)

OVS OVS OVSOVS

GL+500

OVS

岸壁 水揚げエリア 上部庇

半屋外エリア

OVS

UP

E
x
p
.
j

X3X1 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10 X11 X12 X13 X14 X15 X16 X17

108,500

10,000 10,000 10,000 10,000 10,0009,83010,170

19,800

10,1709,300330

8,0702,100

3,830 9,170 7,170 7,830 10,170 330

1
5
,
8
0
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1
2
,
40
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1
1
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0
0

4
,
0
0
0

1
1
,1
4
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3
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0

Y1

Y5

Y4
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2
8
,2
0
0

3
3
0

3
3
0

128,300

30,300 98,000

9,300 21,000 63,000 17,000 18,000

10,000 10,000 10,000 10,000 10,0009,83010,17010,1709,300
330

7,1002,4003308,0702,10010,170330

3,500 330 9,170 7,170 330 7,500 10,170 330

5,150 2,350

X2 X3X1 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10 X11 X12 X13 X14 X15 X16 X17

内寸:2.5×1.5×H0.8

GL+600

消毒槽

屋外エリア

循環
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3t 3t
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⑥⑤
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OVS

⑩
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1
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ﾌﾟﾗｯﾄﾎｰﾑ先端

GL+500
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X15a
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芯
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芯
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芯
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芯

柱
芯
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柱
芯
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壁芯柱芯

柱芯壁芯

壁芯柱芯

柱芯 壁芯 柱芯 壁芯柱芯壁芯柱芯壁芯
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芯
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芯
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芯
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芯
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,
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,
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2
,
2
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3
,
00
0

80
0

5
,
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5

1
,
9
4
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2
,
7
4
0

4
,
8
85

5
0
0

取水ポンプ室

機械室

書庫

濯

廊下

原海水取水

ホール

活魚水槽ｴﾘｱ

プラットフォーム

フォークリフト走行
積込みエリア

陳列エリア

前室・冷蔵庫

冷凍庫

冷蔵庫
既存建物

製氷機施設

急速冷凍庫

既存餌用冷凍庫棟

陸送物仕分エリア

魚体解体加工ｴﾘｱ

プラットフォーム

放流

捨場
ゴミ

室

洗

2,
2
0
0

ﾄﾚﾝﾁ
ﾄﾚﾝﾁ

ﾄﾚﾝﾁ

ﾄﾚﾝﾁ

敷地境界線

敷
地

境
界

線

敷
地

境
界

線

防鳥ﾈｯﾄ片引き開口 W5.0m防鳥ﾈｯﾄ片引き開口 W5.0m防鳥ﾈｯﾄ片引き開口 W5.0m

作業用玄関

管理用
出入口

作業用
出入口

岸壁先端ﾗｲﾝ

壁芯 柱芯

3,
00
0

▽
延
焼
の
恐
れ
の
あ
る
部
分

▽
建
築
物
相
互
間
の
中
心
線

3,000

①

②

③

④

⑤

放流 放流 放流

3,00
0

敷
地

境
界

線

Y3Y3

浮き桟橋
（別途工事）

▽建築物相互間の中心線

3
,
00
0

▽延焼の恐れのある部分

ｸﾞﾘｽﾄﾗｯﾌﾟ

１階　平面図 1/200 :ﾋﾟｯﾄ及びﾄﾚﾝﾁ範囲を示す.
イ

イ

ロ

ロ

ハ

ハ

ニ ニ

ｷｰﾌﾟﾗﾝ (断面図位置) 1/600

ﾌﾟﾗｯﾄﾎｰﾑ
(上部庇)

O
VS

GL+640

放流放流

徳島県県土整備部営繕課

ﾄﾚﾝﾁ

点
検
通
路

ﾀﾗｯﾌﾟ

荷さばき室

玄関ポーチ

階段下
物入

ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ
ﾄｲﾚ

ｻﾆﾀﾘ-

ｻﾆﾀﾘ-

ｻﾆﾀﾘ-

ｻﾆﾀﾘ-

ｻﾆﾀﾘ-

計量室

男子便所(北)
女子便所(北)

受水槽

柱
芯

壁
芯

入札室

GL+200

280 280 280

25 1
7
5

17
5

40
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0

30

階段詳細図 1/20
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1
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1
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1
,
3
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7
2

7
2

100 1,350

16 15 14 13 12

500

330

展示台

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11

階段平面図 1/50
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7
4

7
4

ｱﾙﾐ製樹脂被覆手摺34φ 

椿泊荷さばき所（仮称）新築工事のうち建築工事
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●図面番号

●縮尺

●工事名

●図面名

株式会社 橘 建 築 事 務 所
一級建築士事務所登録　徳島県知事　第11009号　

〒770-0868　徳島市福島2丁目5番9号

TEL 088-625-7878　FAX 088-625-7885

一級建築士登録　第333705号　森脇康明

1/200屋根伏図

1/200２階 平面図
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33010,1707,5003307,1709,1703303,50010,00010,00010,00010,00010,0009,8308,0702,10010,170330

1,770
330 2,730 7,100

8,970330

9,8309,84033010,1703308,970330
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Y3

Y1

Y4

Y5

Y1

Y5

Y3

Y2
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Y2 Y2

X2 X3X1 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10 X11 X12 X13 X14 X15 X16 X17

X2 X3X1 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10 X11 X12 X13 X14 X15 X16 X17

X2 X3X1 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10 X11 X12 X13 X14 X15 X16 X17
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0

128,300

6
,
2
0
0

2
2,
0
0
0

6
,
0
0
0

28
,
2
0
0

6
,
2
0
0

2
2
,0
0
0

6,
0
0
0

128,300

10,000 10,000 10,000 10,000 10,000
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10,170 3307,8307,1709,1703,83010,0009,67010,8309,300
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屋根先端ﾗｲﾝ
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▽

屋根先端ﾗｲﾝ

太陽光発電設備機械室

蓄電池機械室

太陽光発電設備 太陽光発電設備

太陽光発電設備

E
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p
.
j

機器搬入扉

屋根点検扉

▽

▽

庇先端ﾗｲﾝ

階　段

既存建物

製氷機施設

既存餌用冷凍庫棟
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製氷機施設
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上部吹抜

ﾊﾈ出し屋根

陸屋根空調室外機置場
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2,410 2,610 2,370 2,650 2,100 2,520

(上部庇)

※

ｵｰﾙｽﾃﾝﾚｽ製 L600×W50×H100

▽建築物相互間の中心線

3
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▽延焼の恐れのある部分

▽建築物相互間の中心線
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▽延焼の恐れのある部分
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排水溝 巾250

ｽﾃﾝﾚｽ製ｺｰﾅｰﾄﾞﾚｲﾝ100Φ

ｽﾃﾝﾚｽ製ｺｰﾅｰﾄﾞﾚｲﾝ100Φ

ｱﾙﾐ製笠木 W=350
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脱衣室

サーバ室
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※

ﾌｯ素樹脂塗装ﾌｪﾗｲﾄ系ｽﾃﾝﾚｽt=0.6

水上平板ｶﾊﾞｰ施工範囲を示す。

ﾊﾞｰﾄﾞﾋﾟﾝ設置場所を示す。
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椿泊荷さばき所（仮称）新築工事のうち建築工事
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椿泊荷さばき所（仮称）新築工事のうち建築工事 ●図面番号

●縮尺

●工事名

●図面名

株式会社 橘 建 築 事 務 所
一級建築士事務所登録　徳島県知事　第11009号　

〒770-0868　徳島市福島2丁目5番9号

TEL 088-625-7878　FAX 088-625-7885

一級建築士登録　第333705号　森脇康明

X2X3 X1X4X5X7X8X9X10X11X12X13X14X15X16X17

椿 泊 漁 港

X6

X2 X3X1 X4 X5 X7 X8 X9 X10 X11 X12 X13 X14 X15 X16 X17

東　立面図 1/200
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場内通路・前面道路取合い上がり部を示す.
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ｽﾃﾝﾚｽt=0.8ﾛ

ｲ

ﾊ

ﾆ

ﾎ

ﾍ

ﾄ

外 部 仕 上

ﾁ

ﾘ

ﾇ

ﾙ

ﾜ

ｶ

ﾖ

ﾀ

ﾚ

ｿ

ﾂ

ﾈ

ﾅ

ﾗ

ｳ

ﾉ

ｵ

ｦ

軒天、LGS(耐風仕様)下地ｹｲｶﾙ板t=8 DP塗

けらば包み：屋根同材 t=0.8加工

鼻隠し・破風、ｹｲｶﾙ板 t=10 DP塗

鼻隠し・破風、窯業系ｻｲﾃﾞﾝｸﾞ t=14(無塗装ｼｰﾗｰ品)ﾖｺ張 ﾋﾞｽ止め DP塗装

開閉式アルミ製トップライト

竪樋、ｶﾗｰVP100Φ SUS掴み金物1100@以内 下がり止め付

竪樋、ｶﾗｰVP75Φ SUS掴み金物1100@以内 下がり止め付

ｽﾃﾝﾚｽ吊り金具＠500

W177×前高H139塩ﾋﾞｶﾗｰ軒樋 ﾎﾟﾘｶｰﾎﾞﾈｰﾄ製樋受金物 @500

化粧塩ﾋﾞ桝

ｽﾃﾝﾚｽ製水切 t=1.0

ｱﾙﾐ製笠木 W=350

外壁後付用ｱﾙﾐ製EXJP金物 ｸﾘｱｰ100

ｶﾗｰｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙ t=2 曲加工 目地ｼｰﾘﾝｸﾞ 20×15 MS-2

150角ﾀｲﾙ貼　防滑仕様

中空合成ｺﾞﾑ車止め 100×100

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し

 屋根、嵌合瓦棒 ﾌｯ素樹脂塗装ﾌｪﾗｲﾄ系ｽﾃﾝﾚｽｔ=0.4mm

屋根、折板葺き(吊り工法)、ﾙｰﾌﾃﾞｯｷH=150 ﾌｯ素樹脂塗装ﾌｪﾗｲﾄ系

屋根、ｶﾗｰｽﾃﾝﾚｽ製2重折板、上弦材 t=0.8 下弦材 t=0.6 山高 H=160

ｸ

ﾑ

ﾔ

ｹ

ﾌ

外壁: 押出成形ｾﾒﾝﾄ板 t=60  ｱｸﾘﾙｺﾞﾑ系化粧塗膜防水材塗

屋根EXP･Jｶﾊﾞｰ:屋根同材加工 t=0.6

ｱﾙﾐ製水切

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し下地ｱｸﾘﾙｺﾞﾑ系化粧塗膜防水仕上 化粧ﾀﾃ目地切 25×20×15 

柱・梁・斜材鉄部露出部、溶融亜鉛ﾒｯｷ仕上

階段、ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ下地浸透性表面硬化防塵塗装仕上 段鼻ﾀｲﾙ貼

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ下地 ｱｸﾘﾙｺﾞﾑ系化粧塗膜防水材塗

ｹｲｶﾙ板 t=12+10,2重張のうえ ｱｸﾘﾙｺﾞﾑ系化粧塗膜防水材塗

ｽﾃﾝﾚｽ箱文字

ｽﾃﾝﾚｽ箱文字

800角　7文字

250角　4文字

ﾏ

ｺ

ｴ

ｽﾃﾝﾚｽ手摺 ﾐｶﾞｷ

ｽﾃﾝﾚｽﾀﾗｯﾌﾟ ﾐｶﾞｷ

水切立上り、屋根同材 t=0.6 曲加工

建具同色ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙ t=2 張

ｱﾙﾐ製庇 D=600ﾃ

ｱ 凍上防止管、ｱﾙﾐ製ﾍﾞﾝﾄｷｬｯﾌﾟ100Φ用 4か所

ﾋ

無溶接工法

軒樋:塩ビW200 前高165

ｻ SUS掴み金物1100@以内 下がり止め付竪樋、ｶﾗｰVP150Φ

ｻ ｻ
ｻ ｻ

ｻ

立面図 1/200
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